
質
問

平
成
30
年
10
月
、

５
機
の
Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ

レ
イ
が
配
備
さ
れ
て
以
降
、

騒
音
、
振
動
な
ど
町
民
に

様
々
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
、

横
田
基
地
関
係
者
に
も
数

名
の
感
染
者
が
発
生
し
た

と
聞
い
て
い
る
。
町
民
か

ら
基
地
関
係
者
の
感
染
拡

大
を
不
安
視
す
る
声
を
聞

く
。
そ
こ
で
、
次
の
３
点

に
つ
い
て
町
長
の
所
見
を

伺
う
。

問
①
　
オ
ス
プ
レ
イ
も
含

め
た
騒
音
に
つ
い
て
。

町
長

航
空
機
騒
音
は
前

年
度
に
比
べ
て
増
加
し
て

い
る
。
私
は
防
衛
省
や
米

軍
基
地
司
令
官
に
対
し
て
、

直
接
騒
音
の
低
減
に
つ
い

て
強
く
要
請
し
て
い
る
。

問
②
　
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

行
ル
ー
ト
に
つ
い
て
。

町
長

飛
行
ル
ー
ト
は
こ

れ
ま
で
と
異
な
る
と
感
じ

て
い
る
。
町
民
の
安
全
と

安
心
を
確
保
す
る
の
も
、

米
軍
横
田
基
地
の
義
務
で

あ
る
と
申
し
入
れ
を
し
て

い
る
。

問
③
　
横
田
基
地
関
係
で

の
感
染
者
の
状
況
に
つ
い

て
。

町
長

ア
メ
リ
カ
疾
病
管

理
予
防
セ
ン
タ
ー
の
厳
し

い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
、
基
地
内
で
感
染
者
が

出
た
時
は
隔
離
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
な
お
、

基
地
は
感
染
状
況
に
つ
い

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
表
し
て
い
る
。

横
田
基
地
の

 

現
状
に
つ
い
て
問
う

香
取

幸
子

議
員
（
自
民
新
政
会
）

母子家庭への住宅手当の
 支給を

柚木　克也 議員（新瑞会） 質
問

今
般
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
る
経
済
の
減
速
に
伴
い
、

最
も
雇
用
不
安
に
な
る
の

が
、
非
正
規
雇
用
の
方
で

あ
る
。

平
成
28
年
度
全
国
ひ
と

り
親
世
帯
等
調
査
に
よ
る

と
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
雇

用
形
態
の
う
ち
、
非
正
規

雇
用
の
方
は
、
全
体
の

43
・
８
％
と
な
っ
て
お
り
、

母
子
家
庭
の
年
収
の
減
少

が
危
惧
さ
れ
る
。

そ
こ
で
町
独
自
の
政
策

と
し
て
、
母
子
家
庭
へ
の

住
宅
手
当
の
支
給
の
是
非

に
つ
い
て
、
町
長
の
所
見

を
伺
う
。

町
長
　
町
で
は
、
都
内
で

も
ひ
と
り
親
家
庭
の
出
現

率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
平

成
29
年
度
ひ
と
り
親
家
庭

等
実
態
調
査
を
実
施
し
、

結
果
を
分
析
し
て
、
支
援

制
度
の
拡
大
を
図
っ
て
き

た
。
住
宅
手
当
に
つ
い
て

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
だ
け

で
は
な
く
、
低
所
得
者
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
の

方
々
も
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
今
後
も
町
だ
け

で
は
な
く
、
国
、
都
と
共

に
支
援
策
を
講
じ
る
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
引
き
続

き
、
社
会
情
勢
な
ど
を
踏

ま
え
、
さ
ら
に
ひ
と
り
親

家
庭
等
支
援
施
策
の
推
進

お
よ
び
拡
充
を
図
っ
て
い

く
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

狭
山
池
公
園
に
あ
る

常
夜
灯
を
本
来
の
場

所
へ
移
設
し
て
は

教
育
長
　
検
討
し
た
が
、

建
築
基
準
法
上
移
設
は

難
し
い
。

国、都と共に支援策を考えていく町長

町
民
の
安
全
安
心
の
確
保
を

 

申
し
入
れ
て
い
る

町
長

ひとり親家庭のサポート制度を紹介したリーフ
レット

横田基地上空を飛行するオスプレイ
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新型コロナウイルス
 感染拡大防止について

村上　嘉男　議員（自民新政会）

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
、
各

地
で
毎
年
の
よ
う
に
起
こ

る
豪
雨
災
害
等
、
非
常
事

態
的
な
状
況
が
続
い
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、

町
内
会
・
自
治
会
の
役
割

は
大
き
い
と
考
え
る
。
し

か
し
、
全
国
的
な
傾
向
で

あ
る
が
、
高
齢
化
、
家
族

形
態
・
住
民
意
識
の
変
化

等
に
よ
り
、
町
内
会
・
自

治
会
の
加
入
率
が
低
下
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

瑞
穂
町
に
お
け
る
町
内

会
・
自
治
会
の
現
状
と
今

後
に
向
け
て
の
対
策
に
つ

い
て
、
町
長
の
所
見
を
伺

う
。

町
長

町
の
町
内
会
・
自

治
会
の
加
入
率
は
、
現
在

42
％
台
、
未
加
入
世
帯
が

半
数
を
超
え
、
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
町
内
会
・
自

治
会
は
、
地
域
の
自
立
的

組
織
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
行
政
の
支
援
は
間
接
的

な
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。

今
後
も
瑞
穂
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
振
興
計
画
に
基
づ

き
、
西
多
摩
地
域
の
連
合

会
長
会
で
の
意
見
交
換
会

や
研
修
会
、
他
市
町
村
の

成
功
事
例
な
ど
を
参
考
に
、

町
内
会
連
合
会
と
一
緒
に

な
っ
て
、
町
内
会
・
自
治

会
の
再
生
を
考
え
て
い
く
。

下
澤

章
夫

議
員
（
自
民
新
政
会
）

感染予防行動への協力を
 呼びかけている

町長

質
問

感
染
が
広
が
り
始

め
て
か
ら
半
年
が
過
ぎ
た
。

そ
の
間
、
急
激
な
感
染
拡

大
に
よ
り
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
、
一
時
は
収

束
を
迎
え
る
か
と
思
わ
れ

た
が
解
除
後
再
び
感
染
が

拡
大
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ

ン
な
ど
が
開
発
さ
れ
る
ま

で
、
制
限
を
伴
う
生
活
が

長
期
に
わ
た
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

環
境
下
で
は
医
療
、
経
済

へ
の
負
荷
の
観
点
か
ら
感

染
者
数
を
抑
え
る
た
め
の

施
策
が
大
事
で
あ
る
と
考

え
る
。
そ
こ
で
国
や
東
京

都
、
町
の
感
染
拡
大
防
止

施
策
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長

国
は
感
染
状
況
を

見
て
緊
急
事
態
宣
言
を
出

し
、
都
は
医
療
体
制
の
整

備
、
行
動
抑
制
の
要
請
を

し
て
い
る
。
し
か
し
、
学

校
、
職
場
な
ど
に
通
う
人

は
区
市
町
村
や
都
県
の
枠

を
超
え
て
移
動
す
る
た
め
、

都
は
情
報
の
共
有
化
を
目

指
し
て
オ
ー
ル
東
京
で
連

携
す
る
こ
と
に
し
た
。
町

で
は
、
私
自
身
も
感
染
予

防
行
動
へ
の
協
力
を
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
で
繰

り
返
し
呼
び
掛
け
た
。
ま

た
、
国
が
提
供
す
る
接
触

確
認
ア
プ
リ
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ａ
」
の
利
用
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。
今
後
も
住
民
の

皆
さ
ま
に
最
新
か
つ
正
し

い
感
染
予
防
の
情
報
を
発

信
し
て
い
き
た
い
。

瑞
穂
町
の
町
内
会
・
自
治
会

 

に
つ
い
て

町
内
会
連
合
会
と
一
緒
に

 

再
生
を
考
え
て
い
く

町
長

元年に行われた町内会での納涼祭

庁舎入口に設置されているサーモグラフィーカメラ
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